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論 文 内 容 の 要 旨

リンパ球にはその表面に,抗原と結合することによって抗原結合部位 (アミノ末端)と反対側のカル

ボキシル末端 (Fc末端)に構造変化の生じた IgG抗体の Fc末端 に対するリセプター すなわち Fc

リセプター (FcR)をもつものと,そうでないものとがある｡ リンパ球の FcR の機能についてはまだ

不明の点が多いが,FcR を細胞表面上のマーカーの一つとして注目し,FcR の有無によってリンパ球

を類別 し,それらの細胞の機能を比較検討することによって,免疫応答におけるリンパ球の相互作用,

およびそのことから逆に FcR の意義を類推 し得ることが期待される0

多くの抗原に対する抗体産生応答においては, 抗体産生前駆細胞である B細胞に対 して,胸腺由来

T細胞がヘルパーとして作用する.申請者は,マウスの B細胞とT細胞におけるFcR陽性 (FcR+)
および陰性細胞を分画 し,いくつもの新知見を得た｡

すなわち,抗体産生細胞およびヘルパー細胞の前駆Bおよび T細胞は,いずれも FcR~細胞である

ことを先ず明らかにした｡次いで,FcR+B細胞 は抗体産生前駆細胞でないのみならず,FcR~B細 胞

に作用 して,抗体産生細胞-の分化を抑制する作用のあることが示された｡この FcR十細胞による抑制

作用は抗原非特異的であり,抗原と結合 した抗体の Fc部分とFcR十B細胞が結合することにより,局

囲の B細胞の抗体産生応答を抑制することができる｡ FcR+B細胞の抑制作用は,この 細胞 から放出

される可溶性抑制因子によって伝達されることは申請者の発見によるものであり,現在,種々の生物学

的および化学的性質が同定されている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

申請論文は,これまで情報量の不足 していた FcR+細胞と FcR~細胞の役割について,多くの新知見

を提供している.とくに,抗体産生前駆細胞として一括されていた B細胞に おいては, そ の 大部分

(80-90%)が FcR+細胞であるにもかかわらず,抗体産生前駆細胞は実は FcR一細胞であり,FcR+B
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細胞は FcR~B細胞が抗体産生細胞に分化するのを抑制する働きをしていることを示 したのは,現代免

疫学における注目すべき知見であるといえよう｡

これを更に敷街するならば,生物体は刺激に対 して応答する際には,これを必要にして最小限に止め

るべき調節作用を備えておくという一般論につながるのかもしれない｡

申請者は更に FcR+B細胞の放出する因子で,FcR~B細胞を invitroで処理 することに よっても

抑制効果が示されること,その作用がマウスの主要組織適合性抗原の産物と密接な関係をもっているこ

とも明らかにした｡現在,主要組織適合性抗原,免疫応答の高低を決定する免疫応答遺伝子,それらを

調節するサプレッサー遺伝子などは,マウスにおいてもヒトにおいても特定の染色体の一部の座位に結

集 していることが知られているが,申請者の結果もこれと矛盾 しない｡しかし,現在知られているサプ

レッサー遺伝子産物は T細胞の産物で あるのに対 し,申請者の明らかにしたサプレッサー因子は明ら

かに B細胞の産物であり,しかもその標的細胞が FcR~細胞であることを 明らかにしたことは,重要

な新知見と言わざるを得ない｡

以上,申請者は,現代免疫学に貢献する新しい情報を提供し,この分野に寄与する所が多い｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡

-215-


